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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は次の３つである．１．看多機で活躍する看護師のコンピテンシーの明
確化：質的研究により看多機で活躍する看護師の行動特性を明らかにし、アンケートによる全国調査を実施しそ
の妥当性を検討した。２．看多機のケアの評価指標の開発：臨床で測定可能な看護ケアを設定するため88項目か
らなるケア行動指標リストを作成し，全国の看多機729か所を対象にアンケート調査を実施し評価指標を開発し
た。３．看多機運営上の課題の検討：管理者を対象とした質的研究を行い，それを基にアンケート調査を実施し
厚生労働省のデータと突合し分析を進め、安定した運営に関連する要因、離職率に関連する要因等について明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：The outcomes of this study are as follows: 1. Clarification of the 
competencies of nurses who work in a new long-term care service(Kantaki): We clarified the 
behavioral characteristics of nurses who work in Kantaki through qualitative research. We conducted 
a nationwide survey by questionnaire to examine its validity. 2. Development of evaluation 
indicators of nursing care in Kantaki: We developed a list of 88 items to set nursing care that can 
be measured in clinical settings and distributed the list to 729 centers nationwide to complete the 
evaluation indicators. 3. Probing issues in the management of Kantaki: Based on a qualitative study 
of managers, we conducted a questionnaire survey. Then, the results were analyzed by comparing them 
with data from the Ministry of Health, Labor and Welfare, and factors related to stable operation 
and turnover were clarified. 

研究分野：基礎看護

キーワード： 看多機　看護職　コンピテンシー　行動特性　地域包括ケア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医療ニーズの高い人々が地域で幸せに暮らしていくためには、医療と療養生活支援に専門性をもつ看護師の活躍
が不可欠である。看多機は、看護職が主体となり、医療依存度の高い人々に対応した複合型サービスを提供でき
るため、利用者や家族の状態に即応し柔軟に対応できる施設である。そこで活躍する看護師のコンピテンシーを
明らかにし、ケア行動に関する指標を開発することで、地域での療養生活を支えるための基盤を提供した。ま
た、その経営基盤について検討することで、よりよい看護ケアの実現・普及を図り持続的に組織を運営するため
のエビデンスを提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

わが国は超高齢社会に突入し、

疾病構造や社会構造の変化、国の

財政上の問題に直面しており、地

域で療養生活を支え看取る体制

作りが急務となっている。平成 12

年介護保険法が成立し訪問看護

ステーションが明文化されたが、

限られた時間の中での対応を強

いられていた。そこで、平成24年、

看護訪問・訪問介護サービス、通

所サービス、泊まりサービスなど 

多様なサービスを１つの事業者が提供する「複合型サービス」が創設され、平成 27 年度より

「看護小規模多機能型居宅介護（看多機）」に名称変更された（図１）。看多機は看護職が主体

となり、医療依存度の高い人々に対応した複合したサービスを提供できるため、利用者や家族の

状態に即応し柔軟に対応できるが、歴史が浅いため、その役割は必ずしも明確ではなく、普及は

進んでいない。 

地域で医療依存度の高い人々の健康問題を確実に改善するためには、まずは看多機に従事す

る看護師に必要なコンピテンシーを明らかにする必要がある。コンピテンシーとは卓越した成

果を生む基となる総合的な専門能力のことであり、単に知識、技術だけでなく、意識・姿勢・考

え方・行動様式を伴う能力のことである（McClelland et al., 1977）。次に、看護の質向上のた

めの質評価・改善システムについて検討する必要がある。 

よりよい看護ケアの実現・普及を図るためには経済評価は不可欠であるが、指標とエビデンス

不足により、これまで看多機経営についての十分な議論はされてきていない。開設事業所数は、

年々増加してはいるものの 2017 年 3月時点で 343 施設（日本看護協会，2018）であり十分普及

しているとは言い難い。そこで本研究では看多機の運営の実態を明らかにし、その課題について

検討する。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、(1)看多機で働く看護師のコンピテンシーを明確にすること、(2)看多機にお

けるケア実践の評価指標を開発すること、(3) 看多機の運営上の課題の検討することである。 

 

３．研究の方法 

(1)看多機で働く看護師のコンピテンシーを明確化 

①質的記述的研究：厚生労働省のホームページ「介護事業所・生活関連情報検索」のうち各項目

の平均が 4以上の施設を選定基準とした。また北海道から九州・沖縄地方に至る全国の看多機の

状況が反映されるように各地域より便宜的に施設を選出した。データ収集は、コンピテンシーの

開発のための面接方法である行動結果面接法 Behavioral Event Interview（Spencer & Spencer, 

1993/2011）を参考に作成したインタビューガイドを用い、看護実践の文脈の中で、「どのような

行為を行い、それがどのような結果につながったのか」を語ってもらった。データ分析は、｢主

図１ 看多機の役割 



題分析｣（Spencer & Spencer, 1993/2011）を用いて行った。まず成果と考えられるものを抽出

した上で、それにつながると考えられる行動を抽出した。兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発

研究所研究倫理委員会の承諾を得て実施した。 

 

②エキスパートパネルによる妥当性の検討：①の結果抽出された看多機の看護師の行動特性を

基に質的・帰納的に分析し、看多機で働く看護師のコンピテンシー案を作成した。作成したコン

ピテンシー案について、看多機の運営者、実践看護師からなるエキスパートパネルを２回開催し、

内容妥当性の検討を行った。対象施設は 2018 年から 2019 年に実施したインタビュー調査に参

加した 24 施設のうち、優れた看護を実践していた７施設とした。そこから、看護ケアに責任を

持つ施設管理者及び看多機のケアに熟達していると施設長が判断し研究協力を承諾した看護師

および施設管理者を対象とした。本研究は兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発研究所研究倫理

委員会の承認を得て実施した。  

 

(2) 看多機におけるケア実践の評価指標の開発  

①看多機における看護ケアの評価指標案の作成：(1)で作成したコンピテンシーの内容を基に、

臨床で測定可能な看護行動を設定するため、専門家による協議を行い、評価指標を作成した。 

 

② 評価指標を用いた全国調査：①で作成した行動指標リストを 2021 年 ６月時点で公開され

ていた全国の看多機 729 か所に配布し、所属している看護師から無記名で回答を求めた。本研究

は兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発研究所研究倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

(3) 看多機運営の実態調査および課題の検討 

① 看多機の運営状況の実態調査：「介護事業所・生活関連情報検索」のウェブサイトを用いて、

2018 年 12 月 31 日の時点で登録されている全看多機を対象とし施設属性、運営状況、従業員情

報等を抽出した。また、同ウェブサイトから都道府県別の看多機数、小規模多機能型居宅介護数

（以下、小多機数）、訪問看護事業所数を抽出した。「国勢調査」等から都道府県別の高齢化率、

人口密度、人口の情報を収集した。分析は度数分布・記述統計分析、スピアマンの相関係数を用

いた相関分析とした。  

 

② 運営方針からみる看多機の特徴：看多機事業所の管理者が掲げている運営方針、介護サ

ービスに関する内容とその特徴、また看多機事業所の特徴からみた施設実態を明らかにする

ために 2018年 12月時点で厚生労働省が公表している「介護サービス情報公表システム」に登録し

ている看多機 479 施設の運営方針に関するテキストデータ(計 1057 センテンス)を分析対象とし分析

した。テキストマイニング解析は KH Coder Ver.3 を用い、 1)抽出語分析、2)語と語のつな

がりの特徴を把握するための共起ネットワーク分析、3)全体的に特徴的ではない語を抽出す

るための対応分析を行った。運営方針や介護サービスの特徴に関するテキストデータに、看

多機に特徴的なサービスを説明する語を反映させている施設(Ａ群)と、使用していない施設

(Ｂ群)の 2群に分類し、２群について、データベース上の、施設の特徴、従業員の特徴、サ

ービス提供状況の項目について比較を行った。統計解析には、SPSSver.28 を用いた 。 

 

③ 運営上の課題の検討： 2020年10月1日から12月31日まで、日本国内で営業している看多の

管理者全員を対象に、かんたきの運用に関するアンケートを実施した。重回帰分析により、利



用率の上昇に関連する要因を明らかにした。本研究は兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発研

究所研究倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

４．研究成果 

(1)看多機で働く看護師のコンピテンシーを明確化 

①質的記述的研究：対象者は、24 施設で働く看護師 29 人であった。得られたデータを分析した

結果、看多機で働く看護師が認識している成果は、【利用者・家族の生活の質の向上】【利用者・

家族に提供するケアの質の向上】の 2カテゴリーと 8サブカテゴリーが見出された。これらの成

果につながると考えられた内容を検討し看多機で働く看護師の行動特性として、【その人の生活

の中で歩み寄りを続ける】【その人や家族の強みを引き出し生活に取り入れる】【個々に合わせ臨

機応変にケアを創造する】【命をまもる】【看取りを支える】【その人の居場所をつくる】【その人

を支えるチームをつくる】の 7カテゴリーと 37サブカテゴリーが抽出された。 

 

② エキスパートパネルによる妥当性の検討：対象者は、７施設で働く看護師６名、施設管理者

５名であった。看多機で活躍する看護師のコンピテンシーについて、フォーカスグループインタ

ビューを 2回実施し、さらにエキスパートとともに内容を精錬した。このプロセスを経ることに

よって、先行研究において抽出された行動特性の内容妥当性は確保できた。その人の希望に沿い

ながら「生きる」ための支援を重視するという意見から【看取りを支える】は【最期まで「生き

る」を支える】に修正された。また【その人を支えるチームをつくる】は、平時から地域資源を

活用する必要性の指摘を受けて【その人を地域で支えるチームをつくる】に修正された。また、

家族の介護負担を軽減する支援の重要性から【家族を支える】が新たに追加された。変更のなか

った【その人の生活の中で歩み寄りを続ける】【その人や家族の強みを引き出し生活に取り入れ

る】【個々に合わせ臨機応変にケアを創造する】【命をまもる】【その人の居場所をつくる】と合

わせ、大項目は 8つとなった。小項目の妥当性についても検討と修正した結果、37 項目から 48

項目となった。 

  

 (2) 看多機におけるケア実践の評価指標の開発  

① 看多機における看護ケアの評価指標案の作成：専門家による協議により 88 項目からなる行

動指標リストを作成した。 

 

② 評価指標を用いた全国調査： 227 施設（31.1％）、865 人の看護師より回答がえられた。【そ

の人の生活の中で歩み寄りを続ける】について 8項目のケア行動が設定され、全ての項目につい

て 8割以上が実践していると回答した。【その人や家族の強みを引き出し生活に取り入れる】で

は、8項目のケア行動が設定され、全ての項目について 8割以上の人がある程度・かなり・十分

に実践していると回答した。【個々に合わせ臨機応変にケアを創造する】では、10 項目のケア行

動が設定された。その中で「介護の点数や自己負担額に応じたサービスをケアマネージャーと話

し合い、サービス内容を見直す」、「その人の状況の変化に合わせ、迅速に緊急の泊まり等の調整

をする」の 2項目は、やや実践している割合が低い傾向であった。【命をまもる】では、12項目

のケア行動が設定され、「言語療法士等の専門職と連携しながら食べられるように間接訓練を実

施する」の項目は 4割程度と実践率は低かった。【最期まで「生きる」を支える】では、15項目

のケア行動を設定した。「終末期にその人と家族/重要他者が同じ部屋で寝泊まりできるように、

部屋の環境を調整する」の項目は 6 割の実施率であった。【家族を支える】では、9 項目のケア



行動を設定した。「看取りを経験した家族の状況をアセスメントし、必要時は専門的な支援につ

なげる」では半分程度の実施率であった。【その人の居場所をつくる】では、6 項目ケア行動を

設定し、すべての項目で 8割程度の実施率であった。【その人を地域で支えるチームをつくる】

では、19 項目のケア行動を設定したが、全体的に実践していない人の割合が他のカテゴリーよ

り多い結果となった。 

 

(3) 看多機の運営上の課題の検討 

① 看多機の運営状況の実態調査：全国の看多機数は 479 のうち、所在地は関東が 120（25.1％）

で最も多かった。都道府県別の看多機数は平均 10.19±10.51 であった。市町村別でみると、1724

の市町村のうち 233（13.5％）に看多機が所在した。看多機数と有意な相関（相関係数ρ）を認

めたのは、小多機数（.765）、訪問看護事業所数（.747）、人口（.703）、人口密度（.513）が正

の相関、高齢化率（-.442）が負の相関であった。地域別の看多機数には大きなばらつきがみら

れ、高齢者の割合の高い地域ではなく、人口の多い地域や人口の密集した地域に多く開設されて

いた。自由記載内容の分析において、利用者確保につながった取り組みは【多様な媒体を用いた

広報活動】【地域住民との関係性の構築】【多様なリソースの活用】【提供サービスの強化】【看多

機サービスの活用方法の周知】【依頼元への事例のフィードバックによる信頼関係の構築】が抽

出された。職員確保につながった取り組みは【多様なリソースを用いたリクルート活動】【職場・

業務を知る機会の提供】【採用した職員を維持する活動】が抽出された。 

 

② 運営方針からみる看多機の特徴： 運営方針とサービスの特徴のテキストに、看多機に特徴的

なサービスを説明する語を使用している事業所は 229(Ａ群:39％)、使用していない事業所 365(B

群:61％)であった。処置内容の13項目中、人工肛門(ストマ)の1項目を除く、12項目で、B群より、A

群の方が有意に高かった。 

 

③ 運営上の課題の検討：593施設中154施設の管理者からの回答を分析した。有効回答施設の

平均利用率は79.4％であった。また、損益分岐点（収入が費用を上回る点）の平均が20.9であ

るのに対し、実際の利用者数の平均は21.1であった。重回帰分析では、損益分岐点、損益分岐

点に対する利用者の余剰（収入の余裕）、管理者としての在職月数、法人の種類（非営利）、

訪問看護事業所の運営による看多機の利益が、利用率に大きな影響を与えていた。損益分岐点

と利用率の間には正の関係が認められ、利用者を増やしてもコスト削減には単純につながらな

いこと、個々の顧客のニーズに合ったサービスを提供することで利用率が低下する可能性があ

ることが明らかとなった。これらの課題を解決するためには制度改革が必要だと考えられた。 
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